
児童生徒に「確かな学力」を身に付けさせる
ために授業を改善することが求められており，
そのため個々の教員が日常の研さんを通して授
業力を高めることが重要であると捉えました。
そこで，本研究では，個々の教員が抱える授

業力の課題に注目し，自分の課題を解決するた
めに「学んだことの活用と振り返り」を繰り返
す取組を，校内研究と関連付けて進められるよ
う「授業力向上支援シート（※）」を作成しま
した。校内研究の場を活用して授業力の向上を
図り，授業の改善につなげる取組を追求しまし
た。

※「授業力向上支援シート」について
個々の教員が目的をもち，継続して授業力向

上に取り組むことができるように活用する各種
シートの総称です。

本研究では，授業力を５つの力で押さえています。５つの力の中でも授業改善力を重視しています。授業改善力は授業
力の土台となり，児童生徒理解力・教材解釈力・授業構成力・授業実践力を伸ばす役割を担います。教員が「学んだこと
の活用と振り返り」を繰り返し，授業力を構成する５つの力の向上を図ります。「授業力向上支援シート」で「目標設
定・活用・蓄積・共有・振り返り」を行い，授業力向上の取組を支援します。

平成24年８月の中教審答申では，児童生徒に21世紀
を生き抜く力を育成するために「新たな学びを支える教
員の養成」と「学び続ける教員像の確立」を求めていま
す。学校として，これからの社会で求められる人材像を
踏まえた教育を展開していくためには，個々の教員が学
ぶ意識を高くもって授業力向上を図り，授業改善を進め
ていくことが大切です。

個々の教員が自分の授業力向上のために新たに研修時
間を設定するには，難しい現状があります。時間設定が
難しいからこそ，限られた研修の時間や場を有効に活用
することが求められます。
本研究では，教員の課題意識に沿った授業力向上の取

組が無理なく進められるように「授業力向上支援シー
ト」を作成し，各学校で推進している校内研究と関連付
けました。これにより，自分の授業力向上という明確な
目的や自己目標をもって校内研究に取り組みながら，授
業改善を進めることができます。



ガイダンス１
「授業力向上を目指して」

ガイダンス２
「自己目標を立てよう」

①ガイダンスを通して，授業力向上
のための取組について共通理解を
図る

②個々の高めたい授業力が，校内研
究の視点（仮説）と関連付くよう
に助言する

③自己目標の共有を図る

・研究の視点(仮説)に関わること

・自己課題の解決に関わること(私の提案)

・参観の観点

・研究の視点，授業者の提案へのコメント

・授業から学んだこと

・個々の教員は，学んだことを学びシートに記入

・研究主任は，授業力を構成する５つの力の観点

から参観して助言する教員を配置

・授業記録を担当する

教員の割当

①参観観点に基づく見取り

②授業者の記述に基づく見取り

③見取った事実の記述

④学びや気付きの記述

⑤助言，疑問，改善策等の記述

・成果一覧シートを使っ
て，個々の成果の共有
を図る

・成果の蓄積状況に応じ
て「目標設定シート 」
の手だてや「目標実現

シート」の目標，STEP1，
STEP2を再検討するよう
促す

①予定表の作成
・月日，校時，学級名
・単元，提案の概要
・授業者の自己目標等

②教員への周知
・校内ＬＡＮ
・掲示物等

①グループ所属教員の取りまとめ
②授業の見合いの調整と実践

①見合いシートの作成
②提案内容の絞り込み

・見合いシートの記入
・授業後に学びシートの記入
・見合いシートのコピーを授
業者へ渡す

1回目 2回目

1

2

診断項目

・発達段階，友達関係，家庭状況等を把握しているか。

・挙手やしぐさ，活動の様子等から，意欲を把握しようとしているか。

・評価を累積し，学習の定着状況を把握しているか。

・学習の様子，記述内容や提出物等から学習の定着状況を把握しているか。

評価

5
・学習意欲を促進したり阻害したりする外的な要因を分析しているか。

児童生徒の学習意欲をいろい
ろな見方で把握しようと努めて
いる。

児童生徒の学習内容の定着
状況を把握しようと努めてい
る。

3

番
号
分
類

児
童
生
徒
理
解

向上のための具体の手だて

適用問題に取り組む場面で，ねらいに関わる学習内容の定着情
況を把握するための問題を設定し，ノートでチェックする。

取組の方向性

校内研究で取り
組む

個人で取り組む

校内研究で取り
組む

共感的な受け止めのスキルを高めるため，書籍や研修会に参加
すると共に，普段の授業で心掛けていく。

考えを引き出す課題提示ができるように，教材や資料の分析を行
う。

7 月 20 日まで

年間指導計画の見直しを行い，学習のねらいを
朱書きにより整理する。

●達成へのＳＴＥＰ１ 12 月 20●達成へのＳＴＥＰ２ 日まで

　授業を公開して，課題提示の場面でねらいにあっ
た考えを引き出すために再構成した教材や資料の
分析が適当であったか助言してもらう。

【参観の観点の設定：自己目標に照らし合わせて，どの場面で，何を見取りますか？】 
【どの場面で】 
○「３ 折り方や学習の進め方を確認する」 

【何を】 
○ねらいや実態に合う教具や資料を選択したり開発したりしているか 

 

学んだ内容分類

課題提示
・既習の解き方や考え方を，いつでも見えるところに貼っておくと，個に対応した振り返りが可
能になる。
・つぶやきや課題への集中が促された。

指導上の留意点（◇）
（手だてが最も効果を発揮するために気を付けたいこと）

手だての内容（・）

・問題文につながる場面絵を用いる。
◇場面絵を用いて児童を引き付けるとともに具体的な
問題場面が正確に捉えさせるようにする。課題解決後
に場面絵に戻り，学習内容を生活場面につなぐ。

○生活場面と学習内容を
結び付け関心を高める。

導
入

段階 学習の場面と手だて（○）

●今後の授業実践（授業の見合い）で取り組みたい手だて

展開
学習のまとめ
○自分の考えを深め，高め合う
場の工夫

・キーワードを設定し，発表やつぶや
きからそれを引き出す。

手だての内容（・） 指導上の留意点（◇）
（手だてが最も効果を発揮するために気を付けたいこと）

◇キーワードを反復したり，強調したりする。
◇誤答を活用する。

段階 学習の場面と手だて（○）

●今後の授業実践（授業の見合い）の計画　※持参した教科書等を使って検討

●高めたい授業力に関する自己目標の達成状況

※ＳＴＥＰ１，ＳＴＥＰ２，目標（自己目標）の達成状況は，◎，○，△，×で記入する。

○ 目標 △

「分けた大きさをあらわそう（分数）」

校内研究で取り組む

取り組み中の項目
（キーワードのみ）

発問，指示

× ＳＴＥＰ１ ◎

時あたり

取り組み中の項目
（キーワードのみ）

教材や資料の分析

目標○ △

自分の考えを深め，高め合う場での指示の在り方

実施教科（領域） 算数

授業で実践したい内容

でおこないたい。

実践単元

ＳＴＥＰ２

校内研究で取り組む項目

2の第

ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ２

1回目 2回目

1

2

診断項目

・挙手やしぐさ，活動の様子等から，意欲を把握しようとしているか。

・評価を累積し，学習の定着状況を把握しているか。

・学習の様子，記述内容や提出物等から学習の定着状況を把握しているか。

主な評価の観点
評価

5 5
・学習意欲を促進したり阻害したりする外的な要因を分析しているか。

児童生徒の学習意欲をいろい
ろな見方で把握しようと努めて
いる。

児童生徒の学習内容の定着
状況を把握しようと努めてい
る。

3 5

番
号
分
類

児
童
生
徒
理

できたこと できなかったこと

　本時の学習のねらいは何かを
意識するようになった。

　再構成のための十分な分析
ができたとは言い切れない。

できなかったこと

　年間指導計画のねらいを朱書
きして，整理することができた。

　ねらいを十分に絞りきれたとは
言い切れない。

できたこと達成度
評価

ＳＴＥＰ１

A

目標
　学習のねらいを整理する。特に課題提示の場面では，ねらいに
あった考えを引き出すために教材や資料を再構成する。

B

　年間指導計画の見直しを行い，学習のねらいを朱書きにより整
理する。

達成度
評価
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１０段階評価 １回目

２回目




